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｢ 人ひとりが社会で自立し自分らしく生きて いくために -

キ ャリア教育(宮城県志教育 ･ 仙台自分づくり教育) は ､ 全ての教育活動をつ なぎ合わせる軸です ｡

｢ 学ぶ｣ ｢働く｣ ｢生きる｣ をつなぎ ､ 社会で生きる力を育むキャリア教育につ いて考え､ 子ども

達の未来を真剣に考える大人が学ぶ機会をつくります｡
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｢ 復興後の宮城を担う子ども達をはぐくむために

今､ 必要なキャリア教育とは? ｣
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志をはぐくみ､ 自分づくりにつ なげるため､ 誰でも ､ どこでも ､ い つ でも応用可能な

体験プログラムについて ､ 実践的に学びます｡
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教育に携わっている方 ､ 関心のある方どなたでも
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ク協議会とは?

平成 2 5 年度宮城県震災復興担い手 N P O 等支援事業で ､ ｢人づくり､ ネッ トワ ー クづくり｣ を冒指して立ち上げた協議会です｡

仙台市教育局学びの連携推進室､ 女jll町教育委昌会､ 特定非営利活動法人まなびのたねネットワークで構成されています｡



講師紹介

甚調講蒲 生重 幸恵 氏
北海道札幌市生 まれ｡ 子ともの 小･ 中学校 P T A 会 長を経て学校教育へ 地域 の 立場から支援して いくこ との 必要性を痛感し､ 現在の 活動に

専念することを決意｡ 2 0 0 2 年東 京都杉並区より ｢ 学校教育 コーディ ネーター｣ に任命されたのを機に､ N P O 法人を設立し､ 学校と地域

をつ なぐ様々な活動の企画､ 運営を展開｡ 文部 科学省 ､ 内閣 府､ 経済産業省､ 東京都等の役職を歴任 ､ 学 校サポ ー ターやキ ャリア教育 コ ー ディ

ネーター等 の人材告成で 全国的に活詳して い る｡

体験プログラム1 体験由 なぎ字画かえ争喝づくり
昨年度から仙台市立寺岡小学校 6 年生を対象に ､ 自分と地域の未来をつ くる ｢ 震 災復興学習｣ で実践したプログラム ｡ 自分のよさに気付く

自己理解からはじまり､ 地域の 方 か ら ｢震 災後の変化と行動｣ に つ いてお話を聞き､ 実際 にご琶岸郡の仮設住宅の方々に出会う｡ 自分たちに

できる ことはなにかを考え､ それをプロジ 工 クト化して再び仮三豊住宅で実施｡ 活動 を振り返りながら､ 自分の学校や家庭､ 地 域でできる こ

とを考え冥践する｡ これらの 活動を つ ない で い たの が､

∪

フ ァ シリテーシ ョ ン
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で す｡ 例えば､ 仮詣 住宅訪問後 ､ お互い に感じたことを分か

ち合 い ､ そこから､ 次 に自分が行倒 する上で大事な ことを､ 子 どもたち自身が発見して いくのです｡ 子 どもたちがお互いの意見を尊重しあい､

引き出しあうことで､ わ くわくするアイディア が生まれて ､ 次の アクシ ョ ンが ス パイラル に組みあが っ て いくのが フ ァ シリ テーシ ョ ン です｡ そ
の考え方と手法をお伝えします｡

みらいず w ロrk s 事務局長 本間 和恵 氏
新潟N P O 協会で学校と地 域をむ すぶ地 域ラ喜動体 験コーデ ィネーターの 経 験を経 て､ 平成 2 4 年 4 月､ 小見まい こと｢み らい ず 肋 0 rk s ｣

立 ち上 げ｡ 子どもと大人のみ らい つくりをテーマ に ､ フ ァ シリテーショ ン をベ ー スとしたキ ャ リア教育の企画､ 支援に取り組む｡

修験プログラム2 自分由叫づくり
昨秋 ､ 仙 台而立内 2 つ の中学校 で職場休験の事前学習として取り入れ､ 事業 所からも好評だっ た ｢ 自分名刺｣ ｡ 名刺は､ た だ単に自分の所

属や達緒先を伝えるもの で はありません｡ 自分自身を表現し､ 伝える手段の一つ です｡
一

日分名刺
q

は自分ブランデイン ク｡ 作る前 に､ こ れ

から自分かどんな人と出会いた いのか､ どんな自分で ありたい の ひを員 つ めることで ､ プレな い 自分軸を引き出し､ それを名刺 に落とし込

んでいきます｡ 作る 過程て､ ありの まま の自分lこ気 つき､ それを受け入れることで､ 知らなか っ た自分や本当にやりたい こ とを見つ け出す｡

それ が､ 私が辿り石いた
】

自分 名刺
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作成 術で す｡ 対象を選ばず子どもひらシ ニ アまで詣でも作れます｡ 学校 教育で ､ 社会 教育 で､ こ活 用
い ただける自分名刺づくりを体験し､ その ノウハ ウをお伝えします ｡

息
株式会社創壷舎 プロデュ ー サ ー 後藤 光正 民
地域プロ デューサーと して ､ そこにしかない魅力をヒキタス ･ ブラン デイ ン クを支線っ平成 2 1 年より｢セ ンタイ自由大学｣ をプロ デ ューーース ｡
自らも ､ 地域力をヒキ タス ･ ダイアロ グや自分力をヒ キタス 自分名刺の作り方など行う｡ 著雷｢ 2 つ の名刺を持ちま しょう｣

催輪プログラム3 プログラムブくりのコツ
平成1 9 年より仙台市内小学校 で の 自分つくり教育に携わり7 年｡ 学校 教告だけで なく､ 地域づくり人材育成講座やキャ リア教育コーディ ネー
タ ー

百成 講座等､ 様々 な研修会や講座の講師依柁を継続的に い ただい て い ます｡ 実 践を通して培われたプログラムデザインカ｡ 日的を明確

にし､ どんな能力や態度を苛み ､ どの ような手段を用いるか
- より学びの深い1 時間の授業や研修にするためには､ どの ようにプログラム

をデザインするかにかか っ て い ま す｡ 年間の ような最期的凋点を見据えながら､ 一つ の プロ クラム デザインの考え方につ いてお伝えします｡

特定非営利活動法人まなびのたねネットワ ー ク 代表理事 伊勢 みゆき
平成 2 0 年1 月より現職｡

児蔓 英会話 部 即引七に内閣府｢世界苗年の 船｣ に萎カロ乱 音少年胃成に携わる｡ 一人｢ 人が 自分 ら しく未 来を 切り拓くため ､ 学 校 数看支援
や社 会教育で キャ リア教胃や人材育成ぷ座な どを 通して ､ 様々 な
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を行 って い る｡
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